
学校関係者評価の基本方針

開催日 平成30年10月29日　（月）　15：40～17：10

場　所 南海福祉専門学校

（１）教育理念・目標 課題 ○

○

○

改善策 ○

○

○

（２）学校運営 課題 ○

○

改善策 ○

○

学　校　関　係　者　評　価　報　告　書

　企業・業界団体・学術機関の有識者等との連携により、各専門分野における知見を活かして各学科の教育目標や教育環境等について評価し、その評価結果を
教育活動及びその他の学校運営の改善に活かしていく。

学校関係者の評価・提言

「人間（ひと）を大切に」という
教育理念のもとに、
①勤勉であること、
②人・ものを大切にする心をもつ
こと
③全ての人に明るく対応できるこ
と
④基本的生活習慣を正しく確立す
ること
⑤公共心、協調性を身につけるこ
と
⑥目的意識・向上心をもち積極的
であること
の６つの教育目標を掲げている。

明確な教育理念「人間（ひと）を大切に」のもとに、６つの　具体的教育目
標を掲げ、学校長がリーダーシップを発揮し、人材育成に努力している。「人間（ひと）を大切に」とい

う教育理念のもとに「社会人マ
ナー等の教育」に注力する。
教職員自身から教育理念を意識
した振る舞いに徹する。

学校の理念・目的・育
成人材像は定められて
いるか。

教育目標は福祉・介護人材養成校において、『人間力』の向上が求められ、
かつ期待されるものである。

教育目標達成においては、教員の教授能力だけに着目するのでなく、「良き
福祉人材育成」に向けての教育理念・目標の全教職員への浸透・共有・実践
が求められる。

「ひとを大切に」という教育理念のもとに、問題を抱えている学生を支援す
る仕組み作りが必要。教員の教授能力ならびに学校の

教育機能強化を図り、全体指導
と個別指導を有効に実施する。
教員会議や運営会議にて教職員
が状況確認をして共通理解を図
る。

対人援助職として、社会的マナーや社会常識は重要であり、全学生が授業や
特別授業で学べるようにすべきである。

評価項目 現状・達成目標 課題と今後の改善方策

分野ごとに現場で必要とされるスキルやコンピテンシーが異なるため、理
念・目標に基づき、職業人として育成すべき人材像を各学科ごとに設定する
ことが望ましい。各学科において、学生に培ってほしい力を明確にすること
で、課題解決への取り組みをより具体的に行うことができる。

毎月1回の法人幹部会と年3回の定
例理事会において目的等に沿った
運営方針の計画、中間報告、進捗
状況を確認し、進めている。

課題、改善策ともに明示されている。この策に従って、課題解決が図られる
ことを期待する。運営方針は示されPDCAのPDは明

確であるものの、CAが課題。目的等に沿った運営方
針が策定されている
か。

事業計画において、運営方針は明確に示されているものの、ＣＡが機能して
いないのは方針が共有されていないものと推察される。

運営方針を全職員が共有するにはロードマップ（行程表）を導入し、責任と
役割を明確にしたうえで、更なる努力が必要である。年度当初、年度末に各科、各分

掌の計画、総括を行っており、
行程表に基づく進捗管理を実
施。

学校の教育・運営方針の重点項目に基づいた各科・各分掌の重点取り組み項
目を毎年作成し、教職員が一丸となって取り組むように中間・最終報告を教
職員全員の前で発表し全員で共有することが必要。



（３）教育活動 課題 ○

○

改善策 ○

○

○
○

○ 職業実践能力を培う上で極めて重要な実習における学習効果を高めるために
実習評価基準の作成に着手した。

（４）学修成果 課題 ○

○

○

改善策

○

（５）学生支援 課題 ○

○

○

改善策 ○

厚生労働省の指定規則の基準に則
り、教育課程を定めており、一般
教養科目ならびに選択科目におい
て本校の特色をだし、かつ、授業
科目間の連携を考慮して体系づけ
ている。

専門学校を取り巻く外部環境を踏まえた上で、６つの教育目標における人材
育成の特色を明文化し、具体的かつ実効性のある教育課程編成・授業内容・
授業方法等の検討が望まれる。

本校の人材育成の特色をいかに
教育課程に反映させるのかが課
題。

教育理念等に沿った教
育課程の編成・実施方
針等が策定されている
か。

上記を実践するにあたって、教職員に対する「人間力向上」の研修や自己啓
発の仕組みづくりが教育活動の基盤となると考えられる。

教員の教育力向上のため、各学期末に学生の授業評価を実施して教員に
フィードバックする。教員はリフレクションペーパーを作成し、授業改善に
役立てる。

教育課程、授業内容、授業方法
等を含め、本校の強みをいかに
すれば発揮できるか全体の視点
から考えていく。

教員対象に教授能力向上に向けた研修を行う。又、学内での教育研究奨励金
(助成金)を教員に付与し、先駆的取り組みや研究を促進することも一つの方
法。

就職率の向上が図られ
ているか。

卒業生がすでに管理職や職場の中核として活躍しているので、卒業生を活用
した講演や相談会で学生の就労への動機づけやキャリア形成を行う。

介護福祉現場においては人材確保以前に、人手不足が顕在化している。専門
教育卒業者においても、現場でのミスマッチが起きている中、就職率100％も
課題であるが、卒業就職に向けての学校の姿勢が就職先との今後更なる信頼
関係に繋がるものと考えられる。早期からの一層の就職意識の高

揚促進。 離職についても把握できる仕組みができれば、定着に向けた教育課程等の課
題に活かすことができるのではないか。

理解の遅い学生には、先輩学生を活用した学習支援体制を作る。
授業内容や方法は、担当教員の裁量に任されているところが大きいと思われ
るが、複数の関係者が授業内容を把握、確認することで授業の質の確保にも
つながると考える。適正な授業を維持し、全体最適の視点構築を図る意味に
おいて、授業公開は有効、具体的には研究授業等が考えられる。

学校運営組織の中に「キャリア支
援部」を設置し、クラス担任等と
連携し本校学生のキャリア形成と
就職活動を支援している。

課題、改善策ともに明示されている。この策に従って、課題解決が図られる
ことを期待する。年内就職率100％が課題だが、

介護福祉士国家試験が1月にあ
るため、そこに注力する学生
は、試験後の就職活動を迅速に
支援する。

クラス担任制をとり、定期的に個
人面談を実施。卒業生の就職して
いる施設による学内就職ガイダン
ス、模擬面接、スーツディ等の実
施により、早期の就職意識の高揚
を促している。

進路選択以前に、卒業できない学生への支援のあり方を検討する必要がある
のではないか。キャリア支援部、各科、クラス

担任が連携を行い、一体感を
もっていかにきめ細かい個別対
応ができるか。

進路・就職に関する支
援体制は整備されてい
るか。

ﾊﾗｽﾒﾝﾄについては、各科を超えた教員・職員から学内の支援ｼｽﾃﾑとして既に
設置されている委員会において、ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰな対応を徹底していくことが必要。

ｷｬﾘｱ支援部、各科、ｸﾗｽ担任が連携することを具体化してみてはどうか。
保育士に関しては、待機児童解消施策の実施とその後に続く少子化、保育教
諭等々の動向を鑑み、学生への詳細な情報提供が望まれるものと考える。月に2回だが、心理カウンセラー

が来校して、予約制にてカウンセ
リングを行っている。

学生、保護者、学校の3者懇談
会を通じ、進路選択のミスマッ
チを防ぐ。



（6）教育環境 課題 ○

○

改善策
実施時期のスケジュール化。

○ 長期修繕計画の導入とPDCAの実施が必要。

（７）学生の受入れ募集 課題 ○

○

改善策
○

○ 学校の魅力づくり、評価向上、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞ向上を目的に、特色づくり
教育・研究、周辺環境、就職の観点から検討中。

（8）財務 課題 ○

○

改善策 ○

（９）法令等の遵守 課題 ○

○

改善策

中長期的に財務基盤は
安定しているといえる
か。

経営基盤の確保は重要であることは確かであるが、入学者数の確保とリンク
させると、教育効果・人材養成との間でディレンマが生じる恐れがある。

財務基盤が安定している時期に「結果としての収入確保」（経営基盤の確
保）のあり方を検討されたい。高校訪問、ガイダンス、出前授

業等で足を運び、ＳＮＳ等に
て、高校生・社会人に情報を発
信していく。また、留学生獲得
の取り組みも行う。

教育上必要な機器・設備について
は整備するとともに、5年間の中
期設備更新計画を立て、優先順位
をつけて実施している。

学校経営上、長期改修計画・長期設備更新計画は必要不可欠であり、年度単
位でのスケジュール化は早急に求められる。2号館の老朽化による雨漏り、

空調設備の不具合等の施設整
備。

施設・整備は、教育上
の必要性に十分対応で
きるよう整備されてい
るか。

課題、改善策ともに明示されている。この策に従って、課題解決が図られる
ことを期待するが、緊急時の情報共有の方法や学生誘導を普段から教員・学
生ともに訓練し確認することが必要。また、防災時の備蓄、設置されている
AEDの確認を行うことも必要。

大阪府専修学校各種学校連合会が
定めた専修学校版AO入試に関する
運用基準に沿って、スケジュー
ル、留意事項等を遵守し、適正に
行っている。

少子化の影響を受けている現状や不利な立地条件を鑑み、「魅力」・「特
色」の視点から、いかに入学希望者を増やすかの検討余地は大きい。本校の教育活動の特色、魅力を

いかに正確かつ分り易く伝えら
れるか。

学生募集活動は、適正
に行われているか。

学生募集については、受験生へのアピールだけでなく、地域住民への公開講
座や地域交流などにより、地域全体へのアピールと地域福祉への貢献を行
い、地域での存在感を強めることが必要。

高校訪問、ガイダンス、出前授
業、ＨＰ等を通じ、福祉の仕事
の魅力度、職業教育の実践の場
を地道に誠意をもって発信して
いく。

学生募集については、オープンキャンパスを有効な魅力発信の場と捉え、受
験生への直接的なアピールを期待する。また、専門学校の特性として、社会
人への情報発信を積極的に行うことが重要である。

平成31年4月、看護学科設置に伴
い、先行投資を行ったことと、既
存学科の入学者数が減少したた
め、マイナス決算となっている。

課題。改善策ともに明示されている。この策に従って、課題解決が図られる
ことを期待する。2年後の看護学科完成年度には

収支均衡とする。
ＯＣ来校者数を増やす。

学校教育法、その他の法令、専修
学校設置基準等に基づき適正な運
営を行っている。

課題、改善策ともに明示されている。この策に従って、課題解決が図られる
ことを期待する。法改正に対し的確かつ迅速な対

応。法令・専修学校設置基
準等の遵守と適正な運
営がなされているか。

課題・改善策とも最低限守るべきことであり、日常業務の中で全教職員に浸
透する努力を継続されたい。

常に広くアンテナを張って、業
界動向、社会ニーズ、法改正の
情報等の収集力を高める。


